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	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、塩基除去および修復に関与するDNAポリメラーゼであり、ギャップフィリングDNA合成とも呼ばれます。コードされているタンパク質はモノマーとして作用し、通常は細胞質に存在しますが、DNA損傷を受けると核に移行します。この遺伝子には複数の転写バリアントが存在しますが、現在までに全長の性質が報告されているのは1つだけです。[RefSeq提供、2011年9月],触媒活性：デオキシヌクレオシド三リン酸 + DNA(n) = 二リン酸​​ + DNA(n+1).,補因子：サブユニットあたり2個のマグネシウムイオンを結合する.,ドメイン：残基239～252は柔軟なループを形成し、ポリメラーゼの忠実性に影響を与えると考えられます。,機能：修復ポリメラーゼ。他のDNAポリメラーゼのようにプロセッシブな様式ではなく、段階的な分配様式で「ギャップフィリング」DNA合成を行います。 5'-デオキシリボース-5-リン酸リアーゼ（dRPリアーゼ）活性を有する。,PTM:PRMT6によるメチル化は、DNA結合とプロセッシング能力を高めることでポリメラーゼ活性を刺激する。,類似性:DNAポリメラーゼXファミリーに属する。,サブユニット:モノマー。,
	研究分野
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	DNAポリメラーゼβ抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	NIH/3T3細胞ライセートのDNAポリメラーゼβ抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	DNA pol βポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	DNA pol βポリクローナル抗体を用いたK562細胞のウェスタンブロット解析

